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は
じ
め
に

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
エ
リ
オ
ッ
ト
・
グ
リ
フ
ィ
ス
（W

illiam
E
lliot
G
riffis

）
は

ア
メ
リ
カ
人
の
牧
師
で
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
十
二
月
に
来
日
し
、
そ
の

後
、
同
七
年
（
一
八
七
四
）
七
月
ま
で
の
足
掛
け
五
年
間
、
福
井
藩
の
明
新
館

を
は
じ
め
、
東
京
の
南
校
（
現
在
の
東
京
大
学
）
な
ど
で
、
主
に
化
学
の
御
雇

外
国
人
教
師
と
し
て
活
躍
し
た
人
で
あ
る
。

グ
リ
フ
ィ
ス
に
関
す
る
史
料
は
、
彼
の
母
校
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ト
ガ
ー

ス
大
学
附
属
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
図
書
館
グ
リ
フ
ィ
ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
保
管

さ
れ
て
い
る
。
私
が
勤
務
す
る
福
井
大
学
は
昭
和
五
十
六
（
一
九
八
一
）
年
十

月
に
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
と
姉
妹
大
学
提
携
（
現
在
は
大
学
間
学
術
交
流
協
定
）

を
締
結
し
、
そ
の
三
年
後
の
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
に
は
ラ
ト
ガ
ー
ス

大
学
の
許
可
を
得
て
、
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
グ
リ
フ
ィ
ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中

か
ら
約
九
百
点
―
書
簡
・
手
稿
・
日
記
な
ど
を
中
心
に
―
を
選
出
し
て
、
そ
れ

ら
を
写
真
撮
影
し
た
ネ
ガ
・
フ
ィ
ル
ム
を
本
学
に
持
ち
帰
り
、
そ
れ
を
グ
リ
フ

ィ
ス
文
書
と
名
付
け
、
本
学
総
合
図
書
館
に
新
設
し
た
日
下
部
・
グ
リ
フ
ィ
ス

記
念
資
料
室
に
収
蔵
し
①た

。
そ
し
て
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
の
春
、

本
学
図
書
館
内
日
下
部
・
グ
リ
フ
ィ
ス
記
念
資
料
室
は
、
新
た
に
グ
リ
フ
ィ
ス

の
書
状
一
通
を
所
蔵
す
る
こ
と
に
な
っ
②た

。
こ
の
書
状
は
、
管
見
の
及
ぶ
範
囲

で
は
学
会
誌
等
に
は
報
告
さ
れ
て
お
ら
ず
、
新
出
の
書
状
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
こ
の
書
状
を
翻
刻
し
て
紹
介
し
、
そ
の
書
状
に
記
さ
れ
て

い
る
グ
リ
フ
ィ
ス
の
師
範
学
校
創
設
に
関
す
る
提
言
に
つ
い
て
少
し
述
べ
て
み

る
。

１

グ
リ
フ
ィ
ス
書
状

本
学
図
書
館
が
新
た
に
収
蔵
し
た
グ
リ
フ
ィ
ス
書
状
は
、
未
装
の
一
巻
で
あ

る
。
縦
十
五
セ
ン
チ
、
横
二
メ
ー
ト
ル
十
二
セ
ン
チ
。
巻
紙
八
十
三
行
。
そ
の

福
井
大
学
総
合
図
書
館
新
収
蔵
品
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
エ
リ
オ
ッ
ト
・
グ
リ
フ
ィ
ス
書
状

―
グ
リ
フ
ィ
ス
の
師
範
学
校
創
設
に
関
す
る
提
言
に
つ
い
て
―膽

吹

覚

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

＊

福
井
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー

（
＊
）



本
文
は
漢
字
仮
名
交
り
文
で
あ
る
。
本
書
状
は
後
述
す
る
通
り
、
明
治
四
年（
一

八
七
一
）
八
月
十
日
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
グ
リ
フ
ィ
ス
の
日
記
に
よ

る
と
、
当
時
の
彼
の
日
本
語
能
力
は
本
書
状
を
記
す
に
は
遠
く
及
ば
な
い
レ
ベ

ル
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
、
本
書
状
は
グ
リ
フ
ィ
ス
の
自
筆
で
は
な
く
、

彼
の
側
近
の
日
本
人
に
よ
る
代
筆
、
或
い
は
そ
の
控
書
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
の

が
適
当
で
あ
ろ
③う

。

本
書
状
の
全
文
を
翻
刻
す
る
と
、
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
翻
刻
に
際

し
て
漢
字
は
常
用
体
に
統
一
し
、
読
点
は
膽
吹
が
適
時
付
し
た
。

（
端
裏
ウ
ワ
書
）

「

プ
ロ
フ
ェ
ス
リ
ル

三
岡
様

グ
リ
ッ
フ
ヒ
ス
」

近
頃
之
新
聞
紙
を
見
候
処
、
公
ニ
は
東
京
府
知
事
ニ
任
せ
ら
れ
候
事
を
載

有
之
、
（
躍
カ
）

欣
踊
ニ
不
堪
奉
恭
賀
候
、
久
々
之
御
在
職
且
弥
御
雄
壮
可
有
御
座

奉
祈
念
候
、
扨
私
義
御
雇
入
之
後
ハ
、
皇
国
開
化
進
歩
之
儀
ニ
付
き
、
日

夜
心
を
用
ひ
候
事
ハ
兼
而
御
存
之
事
ニ
御
座
候
、
竊
ニ
相
考
候
処
、
皇
国

之
人
民
ハ
実
ニ
未
た
蒙
昧
に
し
て
学
業
を
知
り
不
申
候
、
然
と
も
教
育
之

道
宜
を
得
候
へ
は
、
此
大
日
本
を
真
ニ
大
に
強
に
且
名
高
き
、
奪
ふ
へ
か

ら
ざ
る
国
と
な
す
へ
き
な
り
、
故
に
今
度
朝
廷
ニ
お
ゐ
て
、
皇
国
之
学
校

一
統
御
支
配
相
成
候
ニ
お
ゐ
て
ハ
、
皇
国
便
宜
之
地
ニ
大
中
小
之
学
校
、

並
ニ
英
語
ニ
而
チ
ー
チ
ャ
ル
（
マ
マ
）

ス
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
と
申
学
校
を

御
建
立
ニ
相
成
候
様
奉
懇
願
事
ニ
御
座
候
、
夫
レ
化
学
・
理
学
・
器
械
学

等
ハ
外
国
而
已
之
学
科
ニ
而
ハ
無
御
座
、
皇
国
必
須
之
学
ニ
御
座
候
、
故

に
当
今
之
急
務
は
学
生
を
多
く
教
ゆ
る
事
ニ
無
之
、
却
而
後
ニ
教
師
と
す

べ
き
人
物
を
多
く
拵
る
趣
意
ニ
可
有
之
候
、
皇
国
之
人
民
学
を
好
候
と
も
、

是
を
教
授
す
る
人
ハ
唯
今
之
処
ハ
無
御
座
候
、
之
に
就
き
私
子
存
付
候
義

は
、
外
国
之
教
師
を
御
雇
入
ニ
相
成
候
ハ
ヽ
、
先
後
ハ
教
師
と
な
る
へ
き

人
物
を
撰
ひ
、
業
を
授
け
、
其
人
を
し
て
他
之
生
徒
を
教
し
む
る
様
に
仕

候
方
、
余
程
便
宜
と
奉
存
候
、
是
則
外
国
之
チ
ー
チ
ャ
ル
ス
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
之
趣
意
ニ
御
座
候
、
此
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
は
後
々
沢

山
之
教
師
を
拵
ゆ
る
事
ニ
候
ヘ
ハ
、
外
国
ニ
而
ハ
大
ニ
重
ん
ず
る
事
ニ
御

座
候
、
皇
国
ニ
而
は
六
七
ケ
処
も
有
之
候
ハ
ヽ
宜
敷
と
奉
存
候
、
此
義
相

調
候
ヘ
ハ
、
外
国
教
師
を
数
多
御
雇
入
ニ
相
成
候
ニ
不
及
候
、
此
事
件
宜

敷
御
取
持
被
下
、
学
校
掛
之
役
輩
江
御
相
談
可
被
下
候
、
私
義
ハ
唯
今
よ

り
其
企
ニ
而
、
生
徒
を
教
授
仕
居
候
事
ニ
御
座
候
間
、
今
度
学
校
之
事
、

朝
廷
直
々
御
取
捌
之
節
ハ
、
彼
之
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
を
福
井
江
御

設
可
被
下
候
様
願
居
候
、
且
当
今
之
学
校
ハ
管
轄
之
人
物
之
名
前
為
御
知

被
下
候
へ
ハ
、
其
人
ニ
書
翰
を
送
り
、
此
義
も
申
達
す
べ
く
、
其
上
ア
メ

リ
カ
及
欧
洲
之
学
校
之
設
方
な
と
も
巨
細
可
申
上
存
居
候
、
此
事
件
宜
敷

御
採
用
被
下
、
諸
方
江
御
通
達
被
下
様
奉
願
候
、
余
ハ
後
便
可
申
上
候
、

謹
言

八
月
十
日

二
白
、

私
義
明
十
一
日
新
宅
江
引
移
可
申
候
、

白
山
之
高
ハ
九
千
二
百
三
十
尺
ニ
御
座
候
、
（
マ
マ
）

不
二
山
と
も
余
程
低
く
御
座

候

福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
紀
要
（
社
会
科
学
）、
二
、
二
〇
一
一

一
六



こ
の
書
状
に
記
さ
れ
た
「
三
岡
様
」
は
三
岡
八
郎
、
す
な
わ
ち
由
利
公
正
で

あ
る
。
由
利
公
正
は
元
福
井
藩
藩
士
で
、
幕
末
の
福
井
藩
で
活
躍
し
、
廃
藩
置

県
後
は
東
京
府
知
事
、
元
老
院
議
官
、
貴
族
院
議
員
な
ど
を
歴
任
し
た
政
治
家

で
あ
る
。
な
お
、
由
利
公
正
は
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
八
月
八
日
よ
り
、
彼

の
先
祖
の
姓
で
あ
る
由
利
を
名
乗
っ
て
い
た
が
、
本
書
状
で
は
旧
姓
の
三
岡
が

使
用
さ
れ
て
い
る
。

グ
リ
フ
ィ
ス
と
由
利
公
正
の
交
遊
関
係
に
つ
い
て
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
日
記

や
書
簡
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
日
記
の
明

治
四
年
（
一
八
七
一
）
六
月
十
七
日
の
条
に
は
、「M

itsoaka
&
Senbon

cam
e

to
w
itness

experim
ents

&
to-day,and

w
ere
highly

pleased.

④」
と
あ
り
、

そ
の
翌
月
、
七
月
一
日
の
条
に
は
「in

the
evening,

called
on
M
itsoaka-

long
talk

about
schools,

governm
ent
&
.

⑤」
、
更
に
翌
八
月
十
六
日
に
は

「E
vening,

w
ent
to
M
itsoaka's

house,
spent

a
pleasant

evening,

chatting-cool
room

,w
aterm

elons
&
.

⑥」
と
も
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
明
治
四
年
七
月
二
十
二
日
付
の
書
簡
で
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
由
利
と
の
交

遊
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

I
invited

him
to
com
e
and
dine

w
ith
m
e,on

W
ednesday

July
26

th.I
received

in
reply

a
very

ourteous
letter,

replying
that

he

w
ould

be
happy

to
accept,congratulating

m
e
on
good

health,

and
thanking

m
y
friends

for
the
present

of
the
portrait

of
G
en.

G
rant.I

have
also
invited

M
r.O
gasaw

ara,one
of
the
three

chief

officers
w
ho
has
recently

been
prom

oted
to
a
position

in
the

Im
perialG

overnm
ent.also

M
r.M
it

（
マ
マ
）

sooka,one
of
the
retired

offi-

cers
of
the
Im
perial

G
overnm

ent.W
ith
both

of
these

m
en
m
y

relations
are
the
m
ost
pleasant,

and
w
ith
them

I
discuss

m
y

idea
for
the
w
elfare

of
Japan,and

have
every

reason
to
believe

they
are
deeply

influenc

⑦

ed.

こ
の
よ
う
に
福
井
在
住
時
代
の
グ
リ
フ
ィ
ス
に
と
っ
て
の
由
利
は
、
良
き
支

援
者
で
あ
り
、
か
つ
良
き
理
解
者
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
本
書
状
は
、

�

本
書
状
本
文
末
尾
に
八
月
十
日
と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

�

本
書
状
冒
頭
に
三
岡
八
郎
（
由
利
公
正
）
の
東
京
府
知
事
就
任
に
対
す
る

祝
辞
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
由
利
が
東
京
府
知
事
に
就
任
し
た
の
は

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
七
月
二
十
三
日
で
あ
る
。

�

本
書
状
二
白
の
第
二
条
に
白
山
の
標
高
に
関
す
る
記
事
が
あ
る
こ
と
。
グ

リ
フ
ィ
ス
が
白
山
に
登
山
し
た
の
は
、
彼
の
日
記
に
よ
る
と
、
明
治
四
年

（
一
八
七
一
）
八
月
二
十
一
日
か
ら
同
月
二
十
七
日
ま
で
の
期
間
で
あ
る
。

右
の
三
点
に
拠
り
、
そ
の
成
立
時
期
を
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
八
月
十
日

と
確
定
で
き
る
。
グ
リ
フ
ィ
ス
の
日
記
の
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
八
月
十
日

の
条
に
も
「U

sualteaching,w
riting,napping.M

ade
up
a
m
ailofabout

12
letters

&
.

⑧」
と
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「a

m
ailof

about
12
let-

ters
」
の
中
の
一
通
が
、
本
稿
で
考
察
し
て
い
る
書
状
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ

る
。グ

リ
フ
ィ
ス
が
福
井
に
来
た
の
は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
三
月
四
日
で

あ
っ
た
か
ら
、
本
書
状
が
書
か
れ
た
同
年
八
月
十
日
は
グ
リ
フ
ィ
ス
が
福
井
に

膽
吹：

福
井
大
学
附
属
総
合
図
書
館
新
収
蔵
品
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
エ
リ
オ
ッ
ト
・
グ
リ
フ
ィ
ス
書
状

―
グ
リ
フ
ィ
ス
の
師
範
学
校
創
設
に
関
す
る
提
言
に
つ
い
て
―

一
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来
て
か
ら
ほ
ぼ
半
年
後
に
あ
た
る
。
こ
の
年
の
七
月
十
四
日
、
明
治
政
府
は
廃

藩
置
県
を
実
施
し
、
こ
の
日
で
福
井
藩
は
廃
止
さ
れ
、
新
た
に
福
井
県
が
設
置

さ
れ
た
。
な
お
、
明
治
四
年
は
グ
リ
フ
ィ
ス
二
十
八
歳
、
由
利
は
彼
よ
り
十
五

歳
年
長
の
四
十
三
歳
の
年
に
あ
た
る
。

さ
て
、
本
書
状
の
内
容
は
、
凡
そ
左
記
の
四
点
に
要
約
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

�

現
在
（
明
治
四
年
八
月
当
時
）
の
日
本
の
教
育
行
政
が
先
ず
以
っ
て
な
す

べ
き
こ
と
は
、
外
国
人
御
雇
教
師
の
も
と
で
学
ぶ
日
本
人
学
生
の
数
を
増

加
さ
せ
る
こ
と
で
は
な
く
、
官
立
の
「
チ
ー
チ
ャ
ル
ス
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

・
ス
ク
ー
ル
」（T

eachers
T
raining

School

）、
す
な
わ
ち
、
師
範
学

校
を
日
本
国
内
に
設
立
し
、
そ
こ
で
日
本
人
教
師
を
養
成
し
、
日
本
人
教

師
に
よ
っ
て
日
本
の
教
育
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
提
言

は
翌
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
施
行
さ
れ
る
学
制
―
―
本
書
状
で
は
「
今

度
朝
廷
ニ
お
ゐ
て
皇
国
之
学
校
一
統
御
支
配
相
成
候
ニ
お
ゐ
て
ハ
」
と
あ

る
―
―
を
念
頭
に
置
い
て
の
も
の
で
あ
る
。

�

官
立
の
「
チ
ー
チ
ャ
ル
ス
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
ス
ク
ー
ル
」
は
日
本
に
六
、

七
校
設
置
し
、
そ
の
中
の
一
校
を
福
井
に
設
置
し
て
ほ
し
い
。

�

グ
リ
フ
ィ
ス
自
身
は
既
に
福
井
の
明
新
館
に
お
い
て
、
�
の
趣
旨
に
基
づ

い
た
教
育
、
す
な
わ
ち
、
日
本
人
教
師
の
養
成
を
行
っ
て
い
る
。

�

三
岡
（
由
利
）
に
�
・
�
を
明
治
政
府
に
働
き
か
け
て
ほ
し
い
と
依
頼
し

て
い
る
。
ま
た
、
東
京
の
明
治
政
府
の
教
育
行
政
の
中
枢
に
い
る
人
物
を

紹
介
し
て
く
れ
れ
ば
、
グ
リ
フ
ィ
ス
自
ら
が
そ
の
人
物
に
師
範
学
校
設
立

を
要
望
す
る
書
状
を
送
る
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

管
見
に
従
え
ば
、
グ
リ
フ
ィ
ス
が
官
立
の
「
チ
ー
チ
ャ
ル
ス
・
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
・
ス
ク
ー
ル
」、
す
な
わ
ち
師
範
学
校
の
創
設
を
求
め
て
い
た
こ
と
は
、
こ

れ
ま
で
の
グ
リ
フ
ィ
ス
研
究
で
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、

グ
リ
フ
ィ
ス
が
明
治
政
府
高
官
に
対
し
て
師
範
学
校
創
設
に
関
す
る
提
言
を
行

っ
て
い
た
こ
と
は
、
前
掲
の
書
状
の
出
現
を
俟
つ
ま
で
も
な
く
、
明
治
四
年（
一

八
七
一
）
十
月
一
日
付
の
グ
リ
フ
ィ
ス
書
簡
に
お
い
て
「I

have
w
ritten

to

one
or
tw
o
high

officers
of
the
T
okyo

G
ov't,relative

to
a
N
ational

system
of
education

and
providing

for
the
first

and
greatest

educa-

tional
need

of
Japan-good

teachers,
I
have

suggested
that

six
or

eight
N
ational

N
orm
al
school

be
established.

⑨」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
本
稿
で
紹
介
し
て
い
る
書
状

は
、
上
記
の
明
治
四
年
十
月
一
日
付
の
グ
リ
フ
ィ
ス
書
簡
に
書
か
れ
た
文
章
に

対
応
す
る
証
拠
史
料
で
あ
り
、
本
書
状
の
出
現
に
よ
っ
て
、
明
治
四
年
八
月
十

日
の
時
点
で
、
グ
リ
フ
ィ
ス
が
確
か
に
師
範
学
校
創
設
を
明
治
政
府
高
官
に
求

め
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
高
官
の
一
人
（
「one

or
tw
o
high

officers

of
the
T
okyo

G
ov't,relative

to
a
N
ationalsystem

of
education

」）
が
、

当
時
の
東
京
府
知
事
で
あ
っ
た
由
利
公
正
で
あ
っ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

本
書
状
に
お
い
て
グ
リ
フ
ィ
ス
は
「
チ
ー
チ
ャ
ル
ス
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
ス

ク
ー
ル
」（
官
立
の
師
範
学
校
）
を
日
本
に
六
、
七
校
―
―
明
治
四
年
十
月
一

日
付
の
グ
リ
フ
ィ
ス
書
簡
で
は
「six

or
eight

」
と
な
っ
て
い
る
が
―
―
設
置

し
、
そ
の
中
の
一
校
を
福
井
に
設
置
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
た
。
し
か
し
、
こ

の
誘
致
は
結
果
的
に
は
実
現
せ
ず
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
五
月
一
日
に
敦

福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
紀
要
（
社
会
科
学
）、
二
、
二
〇
一
一

一
八



賀
県
管
下
の
師
範
学
校
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
グ
リ
フ
ィ
ス
が
明
新
館
で
既
に
日
本
人
教
師
の
養
成
を
図
っ
て
い
た

こ
と
は
、
彼
の
日
記
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
書
状
が
書
か
れ
た
そ
の

翌
月
九
月
十
一
日
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
明
新
館
の
新
し
い
学
課
表
を
作
成
・
実
施

し
た
。
そ
し
て
、
当
時
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
も
と
で
化
学
を
学
ん
で
い
た
中
野
外

志
男
（
後
に
東
京
大
学
理
学
部
教
授
）
と
大
岩
貫
一
郎
の
両
名
を
、
こ
の
日
か

ら
教
師
と
し
て
勤
務
さ
⑩せ

、
そ
の
後
、
翌
十
月
二
十
六
日
か
ら
は
中
野
と
大
岩

を
、
明
新
館
化
学
科
の
助
手
に
任
命
し
て
い
⑪る

。
グ
リ
フ
ィ
ス
は
確
か
に
明
新

館
に
お
い
て
、
日
本
人
教
師
の
養
成
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
、

明
新
館
で
グ
リ
フ
ィ
ス
か
ら
化
学
を
学
ん
だ
佐
々
木
忠
次
郎
は
、
後
に
東
京
帝

国
大
学
理
学
部
教
授
と
な
り
、
ま
た
、
グ
リ
フ
ィ
ス
宅
に
内
弟
子
と
寄
宿
し
て

学
ん
だ
今
立
吐
酔
は
、
武
生
の
進
修
小
学
校
教
諭
を
経
て
、
後
に
京
都
府
中
学

校
初
代
校
長
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
グ
リ
フ
ィ
ス
の
門
下
か
ら
日
本
人

教
師
が
輩
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

２

由
利
公
正
の
返
信

前
掲
の
グ
リ
フ
ィ
ス
書
状
に
対
し
て
、
由
利
公
正
が
グ
リ
フ
ィ
ス
へ
返
送
し

た
書
状
が
、
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
図
書
館
グ
リ
フ
ィ
ス
・
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
書
状
の
全
文
を
翻
刻
し
て
、
左
に
掲
載

す
⑫る

。
な
お
、
こ
れ
も
前
掲
の
グ
リ
フ
ィ
ス
書
状
と
同
じ
く
、
漢
字
は
常
用
体

に
統
一
し
、
読
点
は
膽
吹
が
適
時
付
し
た
。
ま
た
、
判
読
不
可
能
な
箇
所
が
一

ケ
所
あ
り
、
そ
れ
は
□
印
で
記
し
た
。

去
八
月
九
日
御
認
之
貴
翰
、
十
月
五
日
横
浜
�
相
達
辱
開
緘
仕
候
、
先
以

益
御
清
適
御
渡
被
成
珍
重
之
至
ニ
御
座
候
、
将
亦
八
月
十
一
日
新
宅
へ
御

引
移
之
由
、
可
也
御
都
合
ニ
も
相
成
候
哉
と
雀
躍
此
事
ニ
候
、
唯
々
長
ク

御
滞
留
相
成
、
地
方
開
化
ニ
趣
候
様
祈
入
候
、
さ
て
ハ
小
生
義
拝
命
為
御

歓
御
懇
被
仰
下
深
厚
辱
畏
入
候
、
乍
不
及
依
旧
尽
力
罷
在
候
間
、
尚
又
御

心
被
添
被
下
度
願
入
候
、
扨
又
日
本
進
知
之
義
ニ
付
御
心
付
学
校
之
義
、

縲
々
御
申
越
被
下
致
承
知
候
、
総
而
御
同
意
至
極
ニ
付
、
早
速
其
職
大
木

文
部
卿
江
可
申
入
存
念
ニ
候
処
、
折
悪
敷
小
生
此
中
�
不
快
ニ
而
未
果
延

引
致
候
、
追
而
快
気
方
ニ
付
出
勤
次
第
委
細
可
申
聞
候
間
、
此
段
御
承
知

被
下
度
候
、
右
ニ
付
学
校
掛
人
名
之
義
も
重
鴻
中
申
進
候
也
、
右
は
一
応

之
貴
答
迄
擱
筆
候
、
寒
冷
之
節
折
角
御
自
愛
□
祈
候
、
不
宣

十
月
十
日

由
利
公
正

プ
ロ
フ
ェ
ス
リ
ル

グ
リ
ッ
フ
ヒ
ス
先
生

二
伸
、
白
山
高
サ
御
申
越
被
下
致
承
知
候
、
格
別
御
慰
ニ
も
不
相
成
候
義

と
遥
察
候
、
倅
彦
一
事
、
不
相
変
御
尊
労
可
相
成
宜
敷
奉
願
上
候
、
頓
首

本
書
状
に
は
、

�

そ
の
末
尾
に
「
十
月
十
日
」
の
日
付
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

�

グ
リ
フ
ィ
ス
か
ら
の
祝
辞
（
由
利
の
東
京
府
知
事
就
任
へ
の
祝
辞
と
推
定

さ
れ
る
）
に
対
し
て
、
由
利
が
返
礼
し
て
い
る
こ
と
。

�

グ
リ
フ
ィ
ス
か
ら
の
書
状
に
、
日
本
の
学
校
教
育
に
関
す
る
進
言
が
あ
っ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
由
利
の
書
状
に
は
「
日
本
進
知
之
義
ニ

膽
吹：

福
井
大
学
附
属
総
合
図
書
館
新
収
蔵
品
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
エ
リ
オ
ッ
ト
・
グ
リ
フ
ィ
ス
書
状

―
グ
リ
フ
ィ
ス
の
師
範
学
校
創
設
に
関
す
る
提
言
に
つ
い
て
―

一
九



付
御
心
付
学
校
之
義
、
縲
々
御
申
越
被
下
致
承
知
候
」
と
の
み
記
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
箇
所
に
グ
リ
フ
ィ
ス
に
よ
る
「
チ
ー
チ
ャ
ル
ス
・
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
・
ス
ク
ー
ル
」
創
設
の
提
言
も
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

�

グ
リ
フ
ィ
ス
が
明
治
四
年
八
月
十
日
付
の
書
状
で
「
此
事
件
宜
敷
御
取
持

被
下
、
学
校
掛
之
役
輩
江
御
相
談
可
被
下
候
」、
ま
た
「
且
当
今
之
学
校

ハ
管
轄
之
人
物
之
名
前
為
御
知
被
下
候
へ
ハ
、
其
人
ニ
書
翰
を
送
り
」
と

依
頼
し
て
い
た
明
治
政
府
の
学
校
掛
の
役
人
の
名
前
に
つ
い
て
、「
学
校

掛
人
名
之
義
も
重
鴻
中
申
進
候
也
」
と
、
由
利
の
体
調
が
回
復
次
第
、
然

る
べ
き
対
応
を
す
る
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

�

グ
リ
フ
ィ
ス
が
明
治
四
年
八
月
十
日
付
書
状
の
二
白
に
記
し
た
白
山
の
標

高
に
関
す
る
所
感
が
、
本
書
状
の
二
伸
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

右
の
五
点
に
拠
り
、
本
書
状
は
明
治
四
年
八
月
十
日
付
で
グ
リ
フ
ィ
ス
が
由

利
に
送
っ
た
書
状
の
返
信
で
あ
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
右
の
由

利
の
書
状
の
成
立
時
期
は
、
前
掲
の
グ
リ
フ
ィ
ス
書
状
が
書
か
れ
た
明
治
四
年

八
月
十
日
の
ち
ょ
う
ど
二
か
月
後
に
あ
た
る
、
同
年
十
月
十
日
と
確
定
で
き
る
。

由
利
の
書
状
に
拠
る
と
、
グ
リ
フ
ィ
ス
が
そ
の
書
状
で
提
案
し
た
「
チ
ー
チ

ャ
ル
ス
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
ス
ク
ー
ル
」
の
創
設
に
つ
い
て
、
由
利
は
「
総
而

御
同
意
至
極
ニ
付
」
と
記
し
、
賛
成
の
立
場
を
表
明
し
て
い
る
。
加
え
て
由
利

は
「
早
速
其
職
大
木
文
部
卿
江
可
申
入
存
念
ニ
候
」
と
、
時
の
文
部
卿
大
木
喬

任
へ
の
進
言
を
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
由
利
は
「
折
悪
敷
小
生
此
中
�
不
快

ニ
而
未
果
延
引
致
候
」
と
あ
る
と
お
り
、
当
時
の
彼
は
体
調
が
優
れ
な
か
っ
た

た
め
に
、
こ
の
返
信
が
認
め
ら
れ
た
明
治
四
年
十
月
十
日
時
点
で
は
、
大
木
文

部
卿
へ
の
進
言
は
未
だ
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
由
利
は
そ
の
書
状
で
「
追
而

快
気
方
ニ
付
出
勤
次
第
委
細
可
申
聞
候
間
、
此
段
御
承
知
被
下
度
候
」
と
続
け

て
記
し
、
彼
の
体
調
が
戻
り
次
第
、
大
木
文
部
卿
へ
進
言
を
果
た
す
こ
と
を
グ

リ
フ
ィ
ス
に
約
束
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
グ
リ
フ
ィ
ス
に
よ
る
「
チ
ー
チ
ャ
ル
ス
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
ス

ク
ー
ル
」
の
創
設
に
関
す
る
提
言
は
、
確
か
に
由
利
に
届
い
て
い
た
。
そ
し
て
、

由
利
も
グ
リ
フ
ィ
ス
の
提
言
に
賛
成
の
立
場
を
表
明
し
て
い
た
。
し
か
し
、
グ

リ
フ
ィ
ス
の
提
言
が
由
利
か
ら
大
木
文
部
卿
を
は
じ
め
と
す
る
文
部
省
首
脳
に

上
申
さ
れ
た
か
否
か
は
、
こ
の
返
信
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
提
言
が
由
利
か
ら
大
木
文
部
卿
に

上
申
さ
れ
た
こ
と
を
証
明
す
る
史
料
を
、
由
利
や
大
木
の
史
料
か
ら
も
見
出
せ

て
は
い
な
い
。

結
び

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
五
月
二
十
九
日
、
東
京
、
湯
島
の
昌
平
坂
学
問
所

跡
地
に
官
立
東
京
師
範
学
校
が
創
立
さ
れ
た
。
こ
の
東
京
師
範
学
校
は
日
本
初

の
官
立
師
範
学
校
で
あ
る
。
同
年
八
月
三
日
に
頒
布
さ
れ
た
『
学
制
』
第
四
十

章
に
は
「
小
学
校
ノ
外
師
範
学
校
ア
リ
。
此
校
ニ
ア
リ
テ
ハ
小
学
ニ
教
ル
所
ノ

教
則
及
其
教
授
ノ
方
法
ヲ
教
授
ス
。
当
今
ニ
在
リ
テ
極
メ
テ
要
急
ナ
ル
モ
ノ
ト

ス
」
と
師
範
学
校
が
初
め
て
規
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
翌
六
年
（
一
八
七
三
）

に
は
大
阪
と
仙
台
に
、
更
に
翌
七
年
（
一
八
七
四
）
に
は
名
古
屋
、
広
島
、
長

崎
、
新
潟
に
相
次
い
で
官
立
師
範
学
校
が
設
置
さ
れ
た
。

井
上
久
雄
氏
は
明
治
初
期
に
於
け
る
官
立
師
範
学
校
設
立
の
背
景
に
つ
い
て
、

福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
紀
要
（
社
会
科
学
）、
二
、
二
〇
一
一

二
〇



明
治
四
年
（
一
七
八
一
）
十
二
月
に
文
部
首
脳
に
提
出
さ
れ
た
「
忽
弗
満
氏
学

校
建
議
」
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
⑬る

。「
忽
弗
満
氏
学
校
建

議
」
を
提
出
し
た
テ
オ
ド
ー
ル
・
エ
デ
ュ
ア
ル
・
ホ
フ
マ
ン
（T

heodor
E
du-

ard
H
offm

ann
）
は
ド
イ
ツ
・
プ
ロ
イ
セ
ン
の
人
で
、
明
治
四
年
（
一
八
七

一
）
七
月
七
日
に
来
日
し
、
東
京
の
東
学
で
医
学
を
講
じ
た
文
部
省
の
御
雇
外

国
人
教
師
で
あ
る
。
井
上
氏
は
「
教
育
の
普
及
を
力
説
す
る
も
の
は
、
す
く
な

く
な
い
。
し
か
し
、
教
育
の
普
及
に
関
し
て
、
教
師
養
成
の
整
備
を
急
務
と
し
、

こ
れ
を
提
唱
し
た
も
の
を
、
ホ
フ
マ
ン
の
建
議
以
前
に
、
み
る
こ
と
は
で
き
な

⑭い
。」
と
そ
の
卓
越
し
た
先
見
性
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

本
稿
で
考
証
し
た
グ
リ
フ
ィ
ス
書
状
が
書
か
れ
た
の
は
、「
忽
弗
満
氏
学
校

建
議
」
が
提
出
さ
れ
た
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
十
二
月
よ
り
も
約
四
ケ
月
早

い
、
同
年
八
月
十
日
で
あ
っ
た
。
単
純
に
時
間
的
な
問
題
と
し
て
見
れ
ば
、
グ

リ
フ
ィ
ス
は
ホ
フ
マ
ン
よ
り
四
ケ
月
早
く
、
師
範
学
校
の
創
設
を
提
言
し
た
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
、
ホ
フ
マ
ン
の
そ
れ
は
文
部
省
へ
の
建
議
書
で
あ
り
、
グ

リ
フ
ィ
ス
の
そ
れ
は
由
利
公
正
（
東
京
府
知
事
）
に
宛
て
た
個
人
的
な
書
状
に

過
ぎ
な
い
。
両
者
を
同
じ
土
俵
に
上
げ
て
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、

グ
リ
フ
ィ
ス
の
師
範
学
校
創
設
に
関
す
る
提
言
が
由
利
公
正
に
届
い
て
い
た
こ

と
は
確
か
で
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
大
木
喬
任
文
部
卿
を
は
じ
め
と
す
る
文
部
首

脳
に
ま
で
届
い
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
時
点
で
は
グ
リ
フ

ィ
ス
が
明
治
四
年
八
月
十
日
付
で
由
利
公
正
に
送
っ
た
書
状
が
、
日
本
の
師
範

学
校
創
設
に
如
何
程
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
は
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
た
と
え
そ
れ
が
個
人
的
な
書
状
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
明

治
四
年
（
一
八
七
一
）
八
月
十
日
の
時
点
で
、
グ
リ
フ
ィ
ス
が
師
範
学
校
設
置

を
急
務
と
す
る
こ
と
を
当
時
の
明
治
政
府
の
高
官
（
東
京
府
知
事
）
で
あ
っ
た

由
利
公
正
に
提
言
し
て
い
た
こ
と
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
が
教
育
者
と
し
て
確
か
な

見
識
と
そ
れ
を
実
行
に
移
す
行
動
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え

る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
紹
介
し
た
グ
リ
フ
ィ
ス
書
状
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
伝
記
に

新
た
な
一
ペ
ー
ジ
を
加
え
る
史
料
で
あ
り
、
且
つ
、
近
代
日
本
に
お
け
る
教
員

養
成
史
研
究
に
於
い
て
も
貴
重
な
史
料
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

最
後
に
、
グ
リ
フ
ィ
ス
が
説
く
と
こ
ろ
の
「
チ
ー
チ
ャ
ル
ス
・
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
・
ス
ク
ー
ル
」（
師
範
学
校
）
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
、
本
稿
で
考
察

し
た
グ
リ
フ
ィ
ス
書
状
並
び
に
そ
の
返
信
で
あ
る
由
利
公
正
書
状
か
ら
知
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
問
題
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
私
も
十
分
に
承
知
し

て
い
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
私
は
こ
の
問
題
を
解
明
で
き
る
だ
け
の
史
料
を

見
出
せ
て
は
い
な
い
。
今
後
の
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ご
存
知

の
方
よ
り
ご
教
示
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

〈
注
〉

①

福
井
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
グ
リ
フ
ィ
ス
文
書
は
、
財
団
法
人
日
下
部

・
グ
リ
フ
ィ
ス
学
術
・
文
化
交
流
基
金
編
『
グ
リ
フ
ィ
ス
文
書
目
録
稿
』

（
昭
和
五
十
九
年
三
月
刊
）
と
し
て
目
録
化
さ
れ
て
公
刊
さ
れ
て
い
る
。

②

今
回
新
た
に
収
蔵
し
た
グ
リ
フ
ィ
ス
書
状
は
、
財
団
法
人
日
下
部
・
グ
リ

フ
ィ
ス
学
術
・
文
化
交
流
基
金
が
東
京
都
調
布
市
の
筑
波
書
店
よ
り
購
入

し
、
そ
の
後
、
財
団
よ
り
本
学
附
属
総
合
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

③

福
井
藩
明
新
館
に
勤
務
し
て
い
た
頃
の
グ
リ
フ
ィ
ス
に
は
、
基
本
的
に
は

膽
吹：

福
井
大
学
附
属
総
合
図
書
館
新
収
蔵
品
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
エ
リ
オ
ッ
ト
・
グ
リ
フ
ィ
ス
書
状

―
グ
リ
フ
ィ
ス
の
師
範
学
校
創
設
に
関
す
る
提
言
に
つ
い
て
―
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通
訳
が
つ
い
て
い
た
。
そ
し
て
、
当
時
の
彼
の
日
本
語
能
力
を
推
察
で
き

る
主
な
記
事
を
グ
リ
フ
ィ
ス
の
日
記
か
ら
抄
出
す
る
と
、
以
下
の
如
く
で

あ
る
。
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
五
月
三
十
日
の
条
に
「evening

read

H
uxley,

sung,
studied

Japanese
G
ram
m
ar.

」（
山
下
英
一
『
グ
リ

フ
ィ
ス
と
福
井
』
二
十
二
ペ
ー
ジ
、
福
井
県
立
図
書
館
・
福
井
県
郷
土
誌

談
会
、
昭
和
五
十
四
年
八
月
発
行
）、
同
年
六
月
十
二
日
に
も
「E

vening,

continued
the
study

ofJapanese,in
D
r.brow

n's
G
ram
m
ar

」、（
二

十
七
ペ
ー
ジ
）、
同
月
十
五
日
に
は「A

fternoon,taught
young

Sasaki

&
learned

pronunciation
from

his
father.

」（
同
上
）、「E
vening

read
E
nglish

&
Japanese,progressing

in
Japanese

rapidly.

」（
六

十
三
ペ
ー
ジ
）、
翌
五
年
（
一
八
七
二
）
一
月
九
日
の
条
に
「E

vening,

read
H
epburn's

D
ictionary,

getting
m
y
first

insight
into

C
hi-

nese
characters.

」（
七
十
九
ペ
ー
ジ
）
と
あ
る
。
こ
う
し
た
記
事
を
総

合
す
る
と
、
福
井
滞
在
中
の
グ
リ
フ
ィ
ス
の
日
本
語
能
力
で
は
、
本
稿
で

考
察
し
て
い
る
書
状
を
自
筆
で
認
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え

る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

④

『
グ
リ
フ
ィ
ス
と
福
井
』
二
十
八
ペ
ー
ジ
。

⑤

同
右
、
三
十
三
ペ
ー
ジ

⑥

同
右
、
四
十
五
ペ
ー
ジ
。

⑦

山
下
英
一
『
グ
リ
フ
ィ
ス
福
井
書
簡
』
八
十
八
ペ
ー
ジ
、
㈱
シ
ナ
ジ
ー
、

平
成
二
十
一
年
六
月
刊
。

⑧

『
グ
リ
フ
ィ
ス
と
福
井
』
四
十
三
ペ
ー
ジ
。

⑨

『
グ
リ
フ
ィ
ス
福
井
書
簡
』
百
十
一
ペ
ー
ジ
。

⑩

グ
リ
フ
ィ
ス
の
日
記
の
明
治
四
年
九
月
十
一
日
の
条
に
は
「L

ovely

w
eather,busy

day
in
school,arranging

and
executing

the
new

program
m
e,very

tired
at
12
o'clock.G

ave
orders

&
directions

to
carpenter

12-1,concerning
furniture

&
book-shelves

for
m
y

new
house.T

aught
from

2-5.W
alk
out
w
ith
sm
allboys.E

vening

busy
w
ith
preparations

&
w
ork
of
tom
orrow

.O
iw
a
&
N
akano

begin
to-day

to
teach.

」（
『
グ
リ
フ
ィ
ス
と
福
井
』
五
十
〜
五
十
一
ペ

ー
ジ
）
と
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。

⑪

グ
リ
フ
ィ
ス
の
日
記
の
明
治
四
年
十
月
二
十
六
日
の
条
に
は
「N

akano

&
O
iw
a
appointed

to-day,as
assistants

in
the
chem

ical
depart-

m
ent,

」（
同
右
、
六
十
ペ
ー
ジ
）
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

⑫

本
稿
で
は
福
井
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
「
グ
リ
フ
ィ
ス
文
書
」
の
書
簡
番

号
Ｌ
‐
八
六
、
請
求
フ
ィ
ル
ム
記
号
Ｍ
Ｆ
一
二
‐
一
〇
三
に
拠
っ
て
翻
刻

し
た
。

⑬

井
上
久
雄
『
学
制
論
考
』
収
録
「
忽
弗
満
氏
学
校
建
議
考
」、
風
間
書
房

昭
和
三
十
八
年
十
一
月
刊
。

⑭

同
右
、
三
百
五
十
五
ペ
ー
ジ
。

〈
参
考
文
献
〉

・
山
下
英
一
『
グ
リ
フ
ィ
ス
と
福
井
』、
福
井
県
立
図
書
館
・
福
井
県
郷
土
誌

談
会
、
昭
和
五
十
四
年
八
月
刊
。

・
山
下
英
一
『
グ
リ
フ
ィ
ス
福
井
書
簡
』、
㈱
シ
ナ
ジ
ー
、
平
成
二
十
一
年
六

月
刊
。

福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
紀
要
（
社
会
科
学
）、
二
、
二
〇
一
一

二
二



・
三
上
一
夫
・
舟
澤
茂
樹
『
由
利
公
正
の
す
べ
て
』、
新
人
物
往
来
社
、
平
成

十
三
年
五
月
刊
。

・
島
内
嘉
市
『
年
譜
考

大
木
喬
任
』、
ア
ビ
ア
ラ
ン
ス
工
房
、
平
成
十
四
年

七
月
刊
。

・
井
上
久
雄
『
学
制
論
考
』
収
録
「
忽
弗
満
氏
学
校
建
議
考
」、
風
間
書
房
、

昭
和
三
十
八
年
十
一
月
刊
。

・
福
応
会
『
福
井
師
範
学
校
史
』、
福
応
会
、
昭
和
三
十
九
年
三
月
刊
。

海
後
宗
臣
『
教
員
養
成
（
戦
後
日
本
の
教
育
改
革
８
）』、
東
京
大
学
出
版
会
、

昭
和
四
十
六
年
九
月
刊
。

・
国
立
教
育
研
究
所
『
日
本
近
代
教
育
百
年
史
１

教
育
政
策
Ⅰ
』、
国
立
教

育
研
究
所
、
昭
和
四
十
八
年
十
二
月
刊
。

・
三
好
信
浩
『
日
本
教
育
の
開
国
』、
福
村
出
版
、
昭
和
六
十
一
年
七
月
刊
。

﹇
後
記
﹈

本
稿
執
筆
に
際
し
て
福
井
大
学
名
誉
教
授
、
隼
田
嘉
彦
先
生
に
ご
指
導
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

膽
吹：

福
井
大
学
附
属
総
合
図
書
館
新
収
蔵
品
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
エ
リ
オ
ッ
ト
・
グ
リ
フ
ィ
ス
書
状

―
グ
リ
フ
ィ
ス
の
師
範
学
校
創
設
に
関
す
る
提
言
に
つ
い
て
―

二
三


